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シ
ユ
ム
ペ

I
タ

1
景
気
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資

第
五
十
一
一
一
番

九
四

第

親

六
回

レ
ュ
ム
ベ

ー
タ

l
景
気
理
論
に
於
げ
る
貯
蓄
三
投
資

ノ広、

'口一

藤

郎

ジ
ュ
ム
ベ

1
b
F
l
景
気
理
論
の
概
貌

貯
蓄
と
投
資
と
の
閥
係
か
ら
恐
慌
の
必
然
性
主
導
き
出
さ
ん
と
す
る
企
て
は
、
既
に
古
典
皐
誠
心
中
に
見
出
さ
れ
得
る
。
け
れ

E

も
最
近
特
に
問
者
の
閥
係
が
景
気
鐙
動
に
関
聯
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
に
至
り
し
は
、
ケ
イ
ン
ズ
が
「
貨
幣
理
論
」
に
於
て
、
貯
蓄
投
資

の
不
均
等
主
経
済
枇
舎
白
礎
動
現
象
の
主
要
凶
と
宥
倣
し
た
る
に
囚
る
。
而
し
て
最
近
数
筒
年
と
心
問
題
を
繰
り
て
華
々
し
き
論
争

が
展
開
せ
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
如
〈
で
あ
る
。
と
と
る
が
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
1
は
近
著
「
景
気
循
環
し
に
於
て
と
の
問
題
を
取
上
げ
て

ゐ
る
。
彼
の
見
解
bz
明
か
に
す
る
に
た
立
ち
、
先
づ
彼
の
景
気
理
論
の
特
徴
主
概
糊
し
よ
う
。

シ
L

ム
ペ

1
タ
ー
が
景
気
理
論
の
前
提
と
し
て
均
衡
版
態
を
想
定
せ
る
乙
と
は
、
「
絞
済
務
展
白
現
地
山
L
と
「
景
気
循
環
」
に
於
て
務

り
は
左
い
。
荒
し
彼
に
よ
れ
ぽ
均
御
状
態
は
現
賞
。
縫
勤
現
象
白
迎
論
分
析
。
矯
に
必
要
快
く
べ
か
ら
ざ
る
手
段
た
る
と
共
に
、
ま

た
経
済
諸
現
象
は
均
術
状
態
へ
進
展
す
・
へ
き
傾
向
を
有
ず
る
も
の
と
見
ら
る
弘
か
ら
で

b
る
。
け
れ
ど
も
「
続
稗
賞
展
白
眼
論
し
に
於

け
る
均
術
欣
態
と
司
副
気
循
環
」
に
於
け
る
そ
れ
と
は
同
じ
も
D
で
は
左
い
。
前
者
白
均
御
状
態
は
完
全
利
川
を
合
む
完
全
均
術
で
あ
(
註
こ

り
、
後
者
の
そ
れ
は
競
争
の
不
完
全
性
そ
白
他
の
要
因
に
基
〈
不
完
全
均
術
で
あ
り
、
且
つ
不
完
全
利
用
が
容
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

シ
ェ
ム
ベ
ー
タ
l
は
後
者
を
特
に
「
均
衡
白
近
傍
」
(
ロ
巴
間
r
F
F
S白
色
合
唱
出

F
E自
)
と
稽
す
る
。

J. A. Schumpeter， BusInesfi Cycles， A Theoretical， l-IistorIcal， and Statistical 
Analysis of the Capita1ist Process， 2 Vols.， New York and London， 1939 
J. A. Schumpeter， Theorie rler wirtschaftlichen Entwicklung， 4. Au但，
Miinchen 1L. Leipzig; The Theory of Econωmic Developm阻む transl.by R. 
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右
の
「
均
衡
の
近
傍
」
か
ら
最
初
に
費
生
す
る
鑓
動
は
好
況
(
阿
国
O

昔
EW)
で
あ
り
、
吹
い
で
下
降

(
E
5
2
3
)
が
生
じ
、
不
況
(
品
。
ー

官

2
5与
を
経
ず
一
か
経
ゃ
に
悶
復

(
5
5
3
が
起
り
、
遂
に
他
の
「
均
衡
の
近
傍
」
に
到
達

7
h。
従
っ
て
彼
に
よ
れ
ば
景
気
循
環
は
と

れ
ら
四
部
商
を
具
へ
、
が
況
Br一
回
復
は
い
は
ピ
景
気
現
象
の
積
極
商
で
あ
り
、
下
降
と
不
況
は
消
極
閣
で
あ
る
。
而
し
て
波
は
前
掲

白
鑓
動
繕
起
白
順
序

E
M
て
歴
史
的
必
然
性
を
有
ず
る
も
の
と
確
認
す
る
。
白
み
注
ら
や
、
減
は
景
気
現
象
の
各
部
副
は
た
wh

に
そ

の
特
徴
を
異
に
す
る
の
み
友
ら
守
、
そ
れ
を
支
配
し
そ
の
特
徴
を
誘
油
田
ず
る
呉
れ
る
力
に
よ
っ
て
始
め
て
説
明
せ
ら
れ
得
る
と
い
ふ

意
味
に
於
て
、
品
惜
別
せ
ら
る
べ
音
別
個
の
現
象
た
り
と
考
へ
る
。
更
に
彼
が
好
況
を
以
て
枇
曾
的
柄
利
の
精
進
せ
る
時
期
で
あ
り
、

下
降
を
以
て
井
清
水
準
低
下
の
時
期
と
者
倣
す
弘
通
の
見
解
に
従
は
ぎ
る
と
と
は
詑
目
に
値
す
る
。

シ
ュ
ム
ベ

E
タ
1
は
景
気
循
環
の
相
貌
を
右
の
如
〈
把
捉
す
る
が
、
そ
の
周
期
牲
に
闘
し
で
は
一
定
期
間
主
意
味
す
る
も
の
?
在

い
と
す
弘
。
の
み
左
ら
4
y
、
彼
は
景
気
の
波
動
を
時
一
の
も
の
に
限
ら
ナ
.
長
波
、
中
波
及
び
知
波
の
三
波
勤
手
一
認
め
る
。
印
ち
コ

ン
ド
ラ
テ
ィ
エ
フ
(
凶
口
同
。

E
2
-
0
3、
ジ
ュ
グ
ラ

1
(円
』

ZE--キ
り
チ
ン
(
同
同
町
内
吉
国
)
の
三
波
動
が
己
れ
で
あ
る
。
コ
ン
ド
ラ

テ
ィ

Z

フ
の
波
動
は
五

O
l六
O
年
、
ジ
ム
グ
ラ
ー
の
モ
れ
は
九
一

O
年
、
キ
ッ
チ
ン
の
そ
れ
は
約
四

O
筒
月
を
周
期
と
し
て
ゐ

る
。
従
っ
て
コ
ン
ド
ラ
テ
ィ
ヱ
ブ
の
一
一
波
動
は
ジ
ェ
グ
ラ
ー
の
約
六
波
動
に
常
り
、
ジ
ュ
グ
ラ

1
の
一
波
動
は
凡
キ
キ
ッ
チ
ン
の
三
波

動
に
相
営
す
る
と
い
ふ
と
と
に
危
針
。
依
が
か
〈
の
如
〈
三
つ
の
波
動
を
認
め
た
現
市
は
何
庵
に
あ
る
か
。
(
ご
彼
は
後
に
も
漣
ベ

へ
註
一
〉

る
如
〈
、
景
気
循
環
の
根
本
民
間
を
創
川
信
用
に
よ
み

F
E
E宮
ロ
に
求
む
る
の
で
あ
る
が
、

H505Z02
の
成
果
を
経
済
組
織
が

吸
牧
消
化
す
る
時
期
は
各
々
の

H
5
2
E自
に
針
し
必
宇
し
も
同
一
で
あ
り
得
泣
い
か
ら
、
そ
の
限
り
に
於
て
景
気
循
環
が
単
一
の

波
状
運
動
を
な
す
も
の
と
考
へ
難
い
己
と
、
(
二
)
継
起
的
に
殻
生
す
る
個
々
の
循
環
現
象
は
互
に
州
立
的
で
は
た
〈
、
全
日
棚
田
と
し
て

の
個
々
白
循
環
に
於
て
見
ら
れ
符
ぎ
る
作
問
主
結
果
す
る
が
故
に
、
循
犠
の
複
合
性
を
認
む
る
を
要
す
る
と
と
が
察
知
せ
ら
れ
る
に

シ

ユ

ム

ベ

ー

タ

1

景
草
理
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投
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シ
ユ
ム
ベ
ー
タ

1

景
最
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
棄

ju 

フ守

第

説

六
六

第
五
十
三
巻

〉三位一一》

基
〈
。
の
み
た
ら
宇
、
前
記
の
一
一
-
波
動
が
歴
史
的
統
計
的
意
義
を
有
す
る
己
と
も
亦
、
そ
の
絞
擦
の
一
つ
と
し
で
皐
げ
得
ら
れ
る
。

シ
ム
ム
ベ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
前
惑
の
如
き
景
気
循
環
は
経
済
殻
展
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
白
本
質
的
要
素
で
あ
り
、
経
済
持
品
展
は
そ
の
本

性
上
、
不
均
衡
、
不
謹
線
、
不
調
和
を
特
徴
と
い
、
い
は
ピ
景
気
循
環

E
必
然
的
に
内
包
す
る
色
白
で
あ
る
。
殺
に
於
て
は
焚
展
と

獲
動
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
り
得
な
い
。
蓋
し
紋
は
後
展
が
幽
滑
に
進
行
す
る
に
反
し
、
畿
動
が
と
れ
を
阻
害
す
る
友
ど
と
は
考
へ

ぬ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
務
長
が
込
遁
友
れ
ば
込
建
友
る
程
、
時
盟
動
は
そ
の
激
し
さ
を
加
へ
る
も
の
と
若
倣
合
れ
る
。

然
ら
ぽ
シ
L

ム
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
理
論
は
如
何
た
る
性
質
主
具
へ
て
ゐ
る
か
。
彼
は
自
ら
の
景
気
理
論
が
貨
幣
的
景
気
理
論
に
属

す
る
も
の
一
に
あ
ら
ず
る
こ
と
を
特
に
強
調
す
る
。
彼
が
景
気
循
環
の
根
本
要
因
と
認
め
る

H
E
2
E
S
の
賓
行
は
銀
行
の
剣
山
内
信
用

の
先
行
を
前
提
僚
件
と
す
る
の
で
は
た
い

o
E
5
6
5
E
は
好
況
に
見
ら
る
L
附
加
支
出
を
直
接
的
に
粛
し
若
〈
は
間
接
的
に
誘
致

す
る
も
の
で
あ
る
に
し
て
も

J
ロ
E
t
p
c
s
自
慨
は
先
行
の
「
均
衡
の
近
傍
」
に
於
け
る
生
産
者
支
出
上
旬
判
断
し
て
有
利
在
る
が
故

に
、
賓
行
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
創
出
信
用
か
ら
潤
立
的
で
あ
り
得
る
。
少
〈
と
も

H
5
2岳
c
ロ
が
創
出
信
用
を
必
要
と
す

る
の
で
あ
っ
て
、
逆
に
後
者
が
，
M
者
を
誘
務
ナ
る
の
で
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
く
の
如
〈
シ
ェ
ム
ベ
ー
タ
ー
は
景
気
循
環
の
必
然

性
を
貨
幣
信
用
制
度
の
中
に
求
め
た
い

E
ム
か
ら
し
て
、
彼
白
理
論
が
貨
幣
信
用
の
商
に
於
け
る
特
殊
性
を
以
て
景
気
循
環
の
根
本

要
因
と
た
す
I
F
一
己
ろ
の
、
所
謂
貨
幣
的
景
気
型
輸
と
楼
別
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
信
じ
て
ゐ
る
。
更
に
彼
は
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
白

慣
が
如
何
在
る
景
気
循
環
を
も
創
り
同
し
得
る
も
の
で
た
い
と
い
ふ
こ
と
を
高
調
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
右
の
主
張
を
担
化
せ
ん
と

欲
ナ
街
。
の
み
去
ら
や
，
、
彼
は
自
ら
の
景
気
理
論
は
も
と
よ
り
所
調
遁
剰
生
産
説
及
び
過
少
消
費
設
の
如
き
景
気
現
象
の
素
朴
的
解

明
主
擁
護
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
か
L
る
色
彩
を
全
然
帯
び
る
も
の
T
友
い
と
断
言
し
難
い
と
い
ふ
o
何
故
な
れ
ば
彼
の
分
析
過
程

K
於
て
も
、
過
剰
投
資
本
れ
く
は
誤
謬
投
資
の
生
起
が
景
気
現
録
後
生
の
原
凶
並
に
機
構
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

Schumpeter， op. cit.， Vol. 1， p. 142 
Schumpeter， op. cit.， Vol. 1， pp. 164-5， 172 
Schumpeter， op. cit.， Vol. 1， pp. 1，66-8， 170. 
Schumpeter， TheorIe der wirtschaftlichen Elltwickhmg， -5， 366 
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9MM巳
十

〔
註
一
]
ジ
ユ
ム
へ

I
タ
ー
に
よ
れ
ば
完
全
均
閣
と
は
経
神
組
織
の
諸
要
悶
部
組
織
を
構
成
す
る
総
て
の
閥
師
、
峠
件
、
又
は
連
繋
を

E
に
満
足
せ
し
む

る
献
態
を
い
ふ
。
こ
恥
に
反
し
不
完
長
均
衡
と
は
組
織
の
連
繋
を
正
確
に
満
足
せ
し
品
ざ
る
も
、
組
級
が
謹
展
す
る
に
従
ひ
完
全
均
帽
に
近
づ
き

H
っ

何
等
か

m
事
件
が
そ
れ
に
衝
撃
を
奥
へ
る
に
あ
ら
ざ
札
ば
、
そ
白
立
場
か
ら
動
か
ざ
る
欣
態
を
持
稗
す
る
(
〈
己
♂
唱
主
)
。
尚
ほ
彼
は
「
牌
問
後
展

の
理
論
」
に
於
て
は
完
全
競
争
、
完
λ

常
利
用
を
合
む
完
全
均
簡
を
前
提
と
し
て
想
定
し
た
が
、
「
景
革
循
環
」
に
於
て
口
説
明
の
不
完
全
性
を
特
認
し
、

と
れ
に
基
闘
す
る
不
完
全
判
用
の
存
在
す
る
陣
り
、
完
金
利
用
は
却
ヲ
て
何
年
か
の
不
均
衡
朕
躍
を
意
味
す
る
も
白
と
し
て
不
完
舟
利
用
を
骨
む
不
完

全
均
揖
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
(
〈

a
M
M
M
M喝

EolM)。

〔
註
一
一
〕

E
5
4
m
Eロ
と
は
新
生
産
函
教
を
背
ず
主
乙
ろ
白
も
り
を
織
都
す
る
。
従
っ
て
新
財
貨
の
生
産
、
観
骨
組
織
の
新
形
態
、
新
市
場
白
開
拓
等
は

総
て
こ
白
中
に
包
合
せ
ら
れ
る
(
〈
己
♂
旦

M
E
∞
)
。
而

L
て
そ
れ
が
た
ピ
に
棋
義
の
生
産
流
通
過
程
に
於
け
る
諸
現
象
に
限
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と

は
注
目
に
値
す
る

20]
♂
旬
凶
ま
)
。

〔
註
一
一
一
〕
シ
ユ
ム
ベ

1
ダ

l

D
景
気
循
環
白
保
本
原
因
に
閥
聯
し
て
一
つ
の
控
目
す
べ
き
鮎
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
皐
扱
の
貨
幣
的

景
親
盟
前
に
共
話
た
る
思
想
、
副
ち
均
衡
利
子
卒
と
貨
陣
剥
子
辛
と
白
議
離
を
以
て
景
気
循
環
を
設
明

L
件
る
と
な
す
見
解
を
斥
け
、
刺
子
事
の
務
化

は
般
本
的
に
は
出
血
T

ろ
景
気
循
環
に
抱
随
す
る
と
こ
ろ
の
、
い
は
ピ
結
呆
的
の
も
の
で
あ
P
、
草
に
博
二
次
的
意
味
に
於
て
原
岡
た
る
に
過

f
自
主
主
虫

ず
る
(
〈
。

]
N
U
3
3ふ
岡
)
。
而

L
て
彼
口
景
気
循
環
に
於
て
注
目
す
べ
き
は
こ
っ
由
利
子
曜
の
聞
係
に
あ
ら
ず
し
て
、
利
子
車
正
利
潤
宰
と
の
関
係

で
あ
る
と
い
ふ
(
〈
。
】
白
伊
豆
-
w
m
o
u
士
。
か
〈
白
如
〈
利
潤
事
を
重
楓
ず
る
傾
向
は
ハ
イ
ヱ
タ
白
遅
著
に
於
て
も
窺
は
れ
酌
。

貯
蓄
投
資
の
概
念
規
定

シ
ェ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
景
気
理
論
の
概
観
は
以
上
に
よ
り
略
々
明
か
に
怠
っ
た
が
、
依
が
貯
蓄
投
資
の
不
均
等
と
景
気
現
象
と
の
闘

係
を
如
何
に
解
す
る
か
と
い
ふ
と
と
を
問
題
一
と
す
る
前
忙
、
先
づ
彼
に
よ
り
規
定
せ
ら
れ
た
る
貯
蓄
投
資
の
概
念
を
見
ょ
う
。
貯
蓄

の
概
念
か
ら
。

彼
の
い
ふ
と
己
ろ
の
貯
蓄
が
純
貯
替
を
意
味
し
、

所
精
減
慣
償
却
部
分
を
含
ま
た
い
と
と
は
先
づ
銘
記
せ
ら
れ
た
け
れ
ば
た
ら

シ
ユ
ム
4
y
タ
ー
景
気
町
田
論
に
於
け
む
貯
蓄
と
投
費

岨
押

E
十
三
一
巻

九
七

体

協

う汽
缶
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シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
1
景
気
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資

第
五
十
三
春

九
F、

第

親

7" 
J又

由
。
と
と
ろ
で
伎
の
か
〈
の
如
昔
意
味
の
貯
蓄
は
個
人
(
V
Z
E
E
-
a
と
舎
一
枇
(
F
B
)
に
匝
別
し
て
規
定
せ
ら
れ
る
o
前
者
の
貯
蓄
と
は
そ

白
時
々
の
所
得
(
E宮
内
乱
開

E
E時
〈
)
白
一
部
分
を
所
得
取
得
棋
士

E
o
-
-ロE
S
O
)
の
一
獲
得
蒋
〈
は
債
務
返
還
の
潟
に
克
て
る
己
と
を

意
味
し
、
後
者
の
貯
蓄
と
は
生
産
物
並
に
用
役
の
販
責
の
純
所
得
の
一
部
分
を
同
様
の
目
的
に
向
け
る
己
と
を
指
栴
ず
る
。
シ
ュ
ム

ベ
ー
タ
ー
は
前
者

E
V
4
E向
後
者
を

k
r
n
E
ヨ
巳
耳
目
白
と
呼
ん
で
同
別
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
雨
者
が
専
ら
貨
幣
的
に
規
定

せ
ら
れ
、
財
貨
側
の
こ
れ
に
針
肱
す
べ
き
事
情
白
全
然
不
問
に
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
共
通
で
あ
る
。
荒
し
彼
に
よ
れ
ば
財
貨
側

の
事
情
は
全
〈
別
個
心
問
題
を
形
成
す
る
も
白
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
弘
。
貯
蓄
概
念
を
右
の
如
〈
規
定
す
る
結
旧
市
、
(
一
)
耐
久

消
費
財
貝
入
の
た
め
、
若
く
は
そ
の
時
々
の
収
入
を
以
て
支
排
し
得
ざ
る
支
出
に
充
て
る
目
的
軒
以
て
す
る
貨
幣
の
集
積

Emgl

(

詰

士

(

註

一

一

)

(

討

=
u

E
E
也
、
(
二
)
不
支
出
(
ロ
O
Z
官
E
E
m
)
又
は
支
出
白
線
延
(
骨

P
5
2
;士宮
E
E
m
)
、
(
二
一
)
彼
白
所
調
退
減
(
古
里
。
E
m
)
等
は
貯
蓄
概

念
の
時
外
に
置
か
れ
る
。

シ
ェ
ム
ベ
ー
タ
1

D
貯
蓄
概
念
の
規
定
は
、
貯
蓄
を
以
て
貨
幣
所
得
の
中
消
費
K
充
て
ら
れ
る
部
分
を
狩
除
せ
る
残
僚
と
た
す
弘

湿
の
見
解
と
み
一
〈
同
県
る
。
被
が
附
蓄
心
中
か
ら
一
不
支
出
、
支
山
仰
の
繰
延
等
を
除
外
し
た
E
と
は
、
ケ
ム
プ
り
ゅ
ヂ
醐
宇
妖
特
に
ロ

ρ
1

ト
ソ
ン
が
舟
蓄
は
退
搬
(
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
意
味
に
於
て
で
な
い
)
を
句
合
す
る
E
と
も
あ
る
と
い
へ
る
揚
合
の
退
臓
を
、
貯
蓄
か
ら
切

離
し
た
と
と
に
よ
っ
て
、
貯
蓄
の
意
義
を
一
腹
明
白
に
し
た
と
い
へ
る
。
と
の
意
味
に
於
て
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
醐
半
減
と
劃
蹴
的
地
位
に

立
つ
。
け
れ
ど
も
シ
ェ
ム
ベ
ー
タ
ー
が
不
支
出
、
支
山
川
の
線
延
等
多
く
の
撃
者
に
工
り
退
臓
と
宥
倣
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
を
貯
蓄
概
念

か
ら
駆
逐
し
た
棋
擁
は
J
早
に
貯
蓄
と
右
白
意
味
の
退
蔵
と
を
哉
別
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
友
〈
て
、
不
支
出
を
貯
蓄
の
中
に
加
へ

る
と
と
は
、
時
と
し
亡
貯
蓄
者
自
身
に
上
り
消
費
支
出
K
充
て
ら
れ
、
被
の
い
ふ
貯
蓄
と
全
然
作
用
を
具
に
す
る
部
分
を
貯
蓄
の
中

に
含
ま
し
む
る
と
い
ふ
割
に
あ
ゐ
。

る琵展白封f質にきあ p、従ワて愛展を瞳牲に供1-ること無Lに貴書誌の安定化は
期せらるベ〈もないと洞察Lでゐるからである。 (F.A. Hayek， Geldtheorie 
und Konjunkt町 theorie，W且en~ 1929， S. III-2; Monetary Theory and the 
Trade Cycl~. London， 1933. pp. 189-91 



け
れ
ど
も
彼
も
認
む
る
如
く
、
不
支
出
、
支
出
の
燥
延
、
附
附
来
の
支
出
の
矯
の
集
積
等
は
人
の
意
士
山
に
依
存
し
て
を
り
、
そ
の
意

志
が
資
現
す
る
ま
で
は
何
等
か
の
客
観
的
事
賓
か
ら
貯
蓄
か
否
か
を
決
定
す
る
乙
と
の
全
然
不
可
能
な
る
も
の
で
あ
る
。
一
光
来
弘
通

の
見
解
に
従
へ
ば
消
費
と
応
蓄
と
の
匝
別
の
基
準
は
、
所
得
が
現
在
財
の
買
入
に
古
て
ら
れ
る
か
否
か
に
あ
っ
て
、
現
在
の
肘
蓄
が

時
附
来
消
費
に
充
て
ら
れ
る
か
苔
か
は
必
や
し
も
附
ふ
と
こ
ろ
で
た
い
。
貯
蓄
者
自
身
に
就
い
て
見
れ
ば
、
或
は
シ
ェ
ム
ベ
ー
タ
l

D

い
へ
る
如
〈
帰
来
の
纏
れ
る
支
問
の
錫
の
集
積
で
あ
っ
て
も
、
社
合
金
緯
的
に
見
れ
ば
金
融
機
閥
、
企
業
者
を
遁
じ
て
格
来
財
の
民

入
に
充
て
ら
れ
る
揚
合
も
巧
へ
得
ら
れ
る
。
特
に
個
々
の
経
済
干
一
暢
の
不
支
刊
が
継
続
粧
を
具
へ
る
際
に
は
、
貯
蓄
と
不
支
山
川
と
の

同
別
は
事
賞
上
は
困
難
を
越
え
て
不
可
能
に
な
る
と
思
は
れ
か
。
ま
た
彼
は
A
が
自
己
の
貯
蓄
を
以
て

E
の
消
費
の
錦
に
融
通
す
る

町

揚
合
、

A
の
貯
蓄
を
貯
蓄
概
念
白
巾
に
包
合
せ
し
め
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
果

L
て
受
賞
で
あ
ら
う
か
。
何
故
な
れ
ば
A
D
貯
蓄

L
m
B
D
消
費
目
的
に
供
せ
ら
れ
る
揚
合
に
は
、
車
に
B
が
A
に
代
っ
て
消
費
者
に
在
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

A
D
貯
蓄
は
偲
令

A
自
身

に
と
っ
て
貯
蓄
で
あ
り
得
て
も
、
こ
れ
を
枇
合
全
開
的
に
見
れ
ば
貯
蓄
概
念
の
中
忙
入
れ
ら
る
ベ
音
で
左
い
か
ら
で
あ
る
。
同
桜
白

こ
と
は

A
の
貯
蓄
が
或
る
企
業
者
白
快
損
補
墳
に
向
け
ら
れ
る
場
合
に
も
受
賞
す
る
。

彼
の
貯
蓄
概
念
は
弘
遁
の
そ
れ
に
比
し
右
の
如
〈
著
し
〈
異
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
彼
に
於
て
貯
蓄
が
主
と
し
て
個
々
白

粧
務
主
購

Dt-揚
か
ら
規
定
せ
ら
れ
、
批
合
会
副
帽
的
観
鮪
か
ち
す
る
考
察
が
殆
ん

E
閑
却
せ
ら
れ
て
ゐ
る
己
と
は
銘
記
す
べ
き
で

b

る
。
吠
に
投
資
自
概
念
に
移
ら
う
。

彼
は
投
資
を
以
て
所
得
取
得
権
獲
得
の
決
意
を
賓
行
に
移
す
己
主
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
と
の
揚
品
目
に
於
て
も
彼
は
個
人
の
投
資

さ
曾
枇
?
吃
れ
と
を
匝
別
す
る
。
前
者
の
投
資
は
主
と
し
て
布
償
詮
務
(
抵
常
楳
そ
白
他
と
れ
に
類
す
る
も
の
を
骨
む
)
、
偉
業
用
土
地
建

物
の
獲
得
主
意
味
す
る
。
合
祉
の
投
資
は
減
傾
償
却
部
分
を
超
過
せ
る
線
て
の
一
資
本
財
に
針
ナ
る
支
向
、
一
印
ち
純
投
資
を
合
む
も
り

シ
ユ
ム
ベ
T

タ
'
景
気
理
論
に
於
け
る
齢
蓄
・
ζ

投
費

第

量虎

大
丸

第
E
I
=一巻

:fG 
アb
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シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
I

景
鍋
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
費

告書

官昨日

主1
O 

第
五
十
一
-
一
容

O 
O 

町
出

と
す
る
。

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ

I
は
貯
蓄
が
投
資
せ
ら
れ
て
も
、

4
G
く
貨
物
投
資
を
結
果
す
る
・
も
の
で
た
い
と
い
ふ
。
而
し
て
彼
は
そ
の
例
と
し

討

て
他
人
の
消
費
目
的
又
は
損
失
補
填
の
矯
白
投
資
を
場
げ
て
ゐ
る
。
け
れ

E
も
と
れ
と
同
様
の
一
己
と
は
有
償
謹
心
部
由
民
入
投
資
白
場

合
に
就
い
て
も
い
へ
る
と
思
ム
。
荒
し
有
憤
詮
朱
が
臥
設
の
も
の
で
あ
る
か
、
新
殻
行
在
る
か
に
上
り
投
資
の
貫
質
的
意
義
は
全
く

異
る
。
玩
に
何
人
か
に
よ
っ
て
所
有
せ
ら
れ
て
ゐ
る
既
設
有
償
詮
家
主
買
入
れ
る
揚
合
に
は
、
購
買
者
自
身
に
と
っ
て
は
投
資
で
あ

り
得
て
も
、
枇
合
的
に
は
間
半
友
る
投
資
の
肩
代
り
が
生
巳
た
る
に
止
ま
り
、
受
本
形
成
叉
は
貨
物
設
費
は
賀
さ
る
べ
〈
も
友
い
。
と

れ
に
反
し
新
護
行
の
有
償
詮
晶
悼
の
賀
入
は
た
ど
に
個
人
的
立
相
留
に
於
て
投
資
で
あ
る
の
み
友
ら
や
、
粧
品
問
的
に
も
貢
物
投
資
を
結
果

す
る
。
右
も
と
の
揚
合
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ

l

D
概
念
に
従
へ
ば
、
個
人
的
投
資
と
祉
命
的
投
資
と
が
貫
複
す
る
己
と
に
危
る
。
か
〈
て

笥

伎
は
貯
蓄
が
購
買
力
を
消
費
財
か
ら
資
本
財
に
鞠
向
せ
し
む
る
と
見
る
ウ
ィ
ー
ン
皐
汲
の
思
想
主
排
撃
す
る
。
而
し
て
波
は
こ
の
と

と
を
消
費
財
債
格
白
愛
動
が
常
に
必
や
し
も
資
本
尉
悦
格
む
そ
れ
に
著
し
〈
遅
れ
る
も
の
で
泣
く
、
ま
た
生
産
者
支
出
が
消
費
者
支

出
に
針
し
論
理
的
に
も
時
間
的

ι先
行
す
る
と
は
い
へ
や
、
牢
る
そ
の
同
時
的
に
同
様
在
る
賢
化
が
認
め
ら
れ
、
少
く
と
も
両
者
心

論
理
的
継
起
性
は
設
見
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
と
い
ム
事
賓
の
認
識
区
上
つ
?
裏
書
せ
ん
と
す
る
。

貯
蓄
投
資
の
概
念
規
定
に
闘
し
シ
ェ
ム
ベ
1
グ
ー
が
右
の
如
〈
個
別
的
視
結
を
軍
閥

L
、
も
孔
ピ
投
資
に
就
い
て
の
み
枇
合
金
悌
的

に
考
察
せ
ん
と
す
る
態
度
以
、
甚
だ
し
く
一
般
と
異
れ
る
と
と
る
と
し
て
抗
日
に
値
す
る
。

〔
註
乙
例
へ
ば
非
替
業
用
の
自
動
車
購
入
、
住
む
需
の
家
犀
白
買
入
、
又
は
件
目
り
消
費
支
出
を
目
的
と
T
る
集
積
白
如
き
は
、
早
に
纏
れ
る
支
出
に

適
臆
ナ
る
如
〈
消
費
支
出
を
調
整
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
若
L
買
入
の
時
期
ま
で
貨
幣
が
集
積
す
る
に
従
ひ
短
期
詮
券
を
買
入
れ
る
場
合
に
は
、
貨
幣
白

雲
偶
者
自
身
は
貯
蓄
は
し
て
ゐ
な
い
が
、
一
時
的
投
費
(
叶
E
旬。

E
4
F
g
E
E内
)
を
し
て
ゐ
る
と
看
倣
さ
れ
時
的
。

〔
註
一
一
〕
不
支
出
止
は
支
出
円
繰
延
D
決
意
は
消
費
支
出
若
〈
は
曾
枇
円
一
場
合
に
は
日
常
の
管
業
支
出
に
充
で
る
矯
に
間
保
せ
ら
札
て
ゐ
る
観
に
闘
し
て

F. A. Hayck， Profit， Intcrcst and Invcstmcnt，_ 1ρndon， 1939， pp. .1-.7J: 
J. A. Sd回目、peter，Busine凶 Cycles，Vol. 1， p. 75 
J. A. Schumpeter， op. cit.， Vol 2， p. 592 
J. A. Schumpeter， Op. cit.， Vol. 1， p. 75・
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屡
土
躍
り
得
る
。
と
れ
ら
は
貯
蓄
で
も
な
け
わ
ば
、
全
た
あ
る
日
恥
ま
与
の
貯
蓄
に
ょ
っ
で
説
明
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
も
な
〈
て
、
異
れ
る
詑
明
を
必
要

と
す
る
具
質
の
現
象
で
あ
る
。

〔
註
=
一
〕
シ
ユ
ム
ィ
ー
タ
ー
は
不
支
出
、
支
出
白
繰
延
若
〈
は
過
bJ
支
出
を
退
藤
正
稽
す
る
こ
と
に
反
封
ナ
る
。
彼
の
い
ふ
と
と
ろ
白
返
議
と
は
荒
木
主

義
世
舎
に
於
て
は
金
蛇
見
ら
札
得
ざ
る
貨
幣
に
封
ず
る
挽
め
て
特
珠
な
強
度
(
例
へ
ば
印
度
に
於
け
る
金
円
退
識
の
如
き
)
を
相
補
す
る
白
で
あ
る
。
た

ピ
若

L
費
本
主
義
栴
桝
に
於
で
良
町
逗
識
に
頬
せ

Z
場
合
あ
り
と
す
札
ば
、
銀
行
に
劃
す
る
不
信
認
か
ら
皆
貨
が
保
有
せ
ら
れ
、
或
る
種
の
法
貨
の
不

信
か
ら
他
的
種
山
法
貨
が
保
有
せ
ら
れ
、
若
〈
は
総
て
の
法
貨
に
劃
す
る
不
信
か
ら
財
貨
が
保
有
せ
ら
れ
る
場
骨
に
限
ら
れ
る
。
け
れ

E
も
こ
れ
ら
は

不
支
出

k
は
み
一
〈
呉
れ
る
現
象
で
あ
る
左
彼
は
い

μ
。

貯
蓄
投
資
の
関
係
と
景
気
循
環

進
み
て
貯
蓄
投
資
の
関
係
に
移
ら
う
。

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
1
は
既
漣
の
如
〈
、
貯
蓄
概
念
を
専
ら
個
別
的
・
貨
幣
的
に
規
定
す
る
に

皮
し
、
投
資
概
念
を
個
別
的
・
貨
幣
的
及
び
枇
合
的
・
貫
物
的
の
用
而
か
ら
規
定
し
て
ゐ
る
。
と
と
る
が
貯
蓄
と
投
賓
と
の
聞
係
に

於
て
比
較
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
専
ら
個
別
的
・
貨
幣
的
に
規
定
せ
ら
れ
た
貯
蓄
と
、
主
と
し
て
枇
舎
的
・
寅
物
的
に
規
定
せ
ら
れ
た
投

賓
と
で
あ
る
。
然
ら
ば
シ
ョ
ム
ベ
ー
タ
】
は
雨
者
の
開
係
を
如
何
に
見
る
か
。

彼
に
上
れ
ば
貯
蓄
と
投
資
と
は
元
来
均
等
た
り
得
友
い
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
彼
が
雨
者
白
不
均
等
を
宇
一
張
せ
ん
と
す
る
根
掠

は
、
単
に
雨
者
を
均
等
化
す
る
機
構
が
快
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
に
あ
る
の
で
は
た
い
。
棄
し
俄
令
貯
蓄
投
資
が
同
一
人
の
呉
れ
る

行
動
若
〈
は
更
に
頻
繁
に
は
異
れ
る
人
の
行
動
で
あ
る
に
し
て
も
、
雨
者
は
互
に
相
闘
的
に
形
成
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
更
に
進
み
て
い
ふ
。

シ
L

ム
ベ
ー
タ
l
の
規
定
に
よ
れ
ば
貯
蓄
は
所
得
権
取
得
の
一
震
に
行
は
る
i
h

も
の
で
あ
り
、
従
つ

て
貯
蓄
せ
ん
と
す
る
決
意
は
一
定
の
又
は
諌
見
せ
ら
れ
る
投
資
機
舎

(
5
5
E
E
昌
吉
吋
吉
田
民
自
)

並
に
そ
れ
が
興
へ
る
所
得
白
見
込

シ
ユ
ム

4

1
タ
1
景
気
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
費

第
五
十
三
容

停

観

七

O 

シユムと「ターの見解は貯蓄が投費を超過するときに蛤めて退藤田章量生を察
知 L得るとなすロパ四トソンの思想と金(具れることを知り得る。
J. A_ Schl1mpeter， op. cit.， Vol. 1. p. 77 
J. A. Sch.umpeter， op. cit.， Vol. 1， p. 76 
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シ
ユ
ム
ペ

1
ダ

1
景
無
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
費

第
五
十
一
一
一
巻

解

説

七

O 

に
関
聯
し
て
定
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
貯
蓄
者
の
行
動
は
常
に
如
何
な
る
揚
合
に
於
て
も
、
利
子
率
の
竣
動
を
通
じ
て
投
資
機
舎
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
投
資
機
舎
は
貯
蓄
の
額
投
ぴ
牽
に
遡
隠
せ
ん
と
す
る
と
共
に
、
他
方
投
資
機
曾
は
ま
た
貯
蓄
の
翻
及
び
率
に
影
響

を
粛
す
も
の
と
洞
察
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
か
〈
の
如
く
補
者
を
均
等
せ
し
む
る
機
構
は
現
貫
に
於
て
は
闘
滑
に
そ
D

作
用
E
護
持
す
る
も
の
で
在
い
。
然
し
シ
A

ム
ベ
ー
タ
ー
は
そ
の
故
を
以
て
直
ち
に
均
等
化
の
機
構
の
存
在
白
否
定
を
以
て
、
ま
た

「
揃
再
現
主
義
」
、
「
悲
槻
主
義
L

、
「
貯
蓄
の
本
性
L
等
を
以
て
、
或
は
各
人
が
同
者
の
語
離
を
惹
昔
起
す
如
〈
行
動
す
る
こ
と
を
以
て
、

更
に
ま
た
貯
蓄
と
投
資
と
は
無
限
に
互
に
別
個
の
軌
道
を
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
左
い
ふ
己
と
を
以
て
、
貯
蓄
と
投
資
と
の
不
均
等

白
必
然
性
白
根
城
と
た
ず
が
如
き
を
不
常
と
し
て
戸
市
け
る
。
彼
は
雨
者
白
不
均
等
を
結
果
す
る
撹
飢
要
閃
は
経
済
発
展
に
飴
件
す
る

景
気
欣
態
に
あ
る
白
で
あ
り
、
貯
蓄
U
溌
化
よ
り
も
寅
物
投
資
並
に
所
得
の
不
支
出
の
盤
化
に
あ
る
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
而
し
て
彼

が
貯
蓄
を
投
資
と
均
等
若
〈
は
同
一
物
友
る
も
の
ミ
如
く
規
定
す
る
こ
と
に
封
し
、
強
硬
在
る
反
封
意
見
を
表
明
し
て
ゐ
る
こ
と
は

注
目
に
備
す
る
ロ
荒
し
彼
は
そ
り
己
と
が
単
に
貯
蓄
投
資
の
闘
係
か
ら
後
生
す
る
最
も
興
味
あ
る
問
題
の
解
決
の
岡
地
を
志
味
ず
る

白

の
み
な
ら
十
、
更
に
鋭
昔
迎
論
的
分
析
の
要
請
せ
ら
れ
る
部
而
を
看
過
す
る
に
去
ら
し
む
る
と
と
を
倶
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
シ
L

ム
ベ

1
タ
ー
に
於
て
貯
蒲
と
投
資
と
が
者
離
す
る
の
は
、
必
中
し
も
般
の
い
へ
る
如
曹
現
由
に
基
く
も
の
と
は
忠

(J) .士
主日 止も
〈な

4庄い
』主。

専一私
ら見
個に
Bリよ
~/， れ

A" 十f

蒔停
ß!~ .~~ 
にど

望貯
広帯
吐
ると
~;， ~.宜

量苧
と
ji¥¥j弓〉

庁、

上t ~~: 
均

せ
亡@!ji

号E
Q は
，ムι 、

言害
関両
二二.者

li長
介 会て
で規

主管
土基
る型
月比 二
合唱
の

的 c' 
寅あ
物る
自勺 。
な既
る i主

も
の
に
注
意
を
向
け
で
ゐ
る
。
彼
は
枇
合
的
に
貯
蓄
と
栴
L
難
き
個
別
的
貯
蓄
並
に
債
務
返
還
に
充
で
る
部
分
を
貯
蓄
概
念
の
中
に

句
合
せ
し
む
る
に
拘
ら
や
、
投
資
比
就
い
て
は
新
資
本
形
成
案
〈
は
新
貸
物
投
資
守
特
に
在
日
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
彼
が
貯
蓄
か

ら
不
文
山
川
帥
ち
一
般
に
日
間
調
返
減
を
除
外
す
る
に
拘
ら
宇
、
尚
ほ

E
づ
附
者
は
均
等
化
廿
一
千
貯
蓄
が
投
資
を
超
過
す
る
の
で
あ
る
。

片，
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ーと

E
ろ
が
若
し
貯
蓄
か
ら
枇
舎
的
に
見
て
貯
蓄
と
認
め
得
ざ
る
部
分
を
取
除
け
ば
、
貯
蓄
投
資
の
不
均
等
は
た
い
h

債
務
返
還
に
宏
て

ち
る
L
部
分
が
貯
蓄
概
念
の
中
に
匂
合
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
に
来
一
閃
す
る
に
他
友
ら
ね
乙
と
h
た
り
、
彼
が
貯
蓄
概
念
白
中
に
債
務

返
還
に
充
て
ら
る
弘
前
介
在
加
へ
た
特
徴
も
亦
明
白
と
友
る
。

い
ま
一
歩
を
譲
っ
て
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
意
味
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資
と
の
不
均
等
が
、
果
し
て
景
気
現
象
の
悶
明
白
上
に
如
何

な
る
役
割
を
演
や
る
か
に
就
き
紋
の
所
見
主
鋭
つ
ず
み
よ
う
。
被
は
貯
蓄
投
者
の
聞
係
は
景
気
循
環
を
説
明
す
る
に
足
る
如
何
段
る

問
川

根
擦
を
も
提
供
す
る
・
も
の
で
た
い
と
い
ふ
。
彼
に
よ
れ
ば
貯
蓄
が
貨
物
投
資
守
一
結
果
す
る
場
合
に
、
投
資
の
決
意
と
そ
れ

K
掛
臨
す

る
資
本
財
白
生
成
と
白
問
、
従
っ
て
ま
た
貯
蓄
と
賓
物
投
資
と
の
問
に
牛
ボ
ベ
費
時
間
的
間
隔
は
、
景
気
現
象
を
惹
雪
起
す
べ
昔
特

山
川

殊
た
撹
飢
現
象
を
粛
す
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
い
ま
貯
蓄
が
増
加
し
て
投
資
と
の
闘
係
が
不
均
等
に
た
っ
た
と
す
れ

プ
フ
ス

ば
如
何
。
彼
は
己
の
論
詮
の
錦
に
五
数
の
貯
蓄
が
務
生
す
る
以
外
の
線
て
の
離
に
於
て
静
止
的
在
枇
合
(
生
庫
両
教
の
不
費
、
外
的
撹
凱

要
囚
白
一
世
如
等
)
を
想
定
す
る
。
但
し

E
の
利
子
率
の
存
在
を
認
め
る
。
か
h

る
一
川
舎
に
於
て
貯
蓄
の
食
生
は
利
子
率
の
低
下
を
通
じ

て
投
資
機
舎
を
刺
戟
し
、
生
産
物
(
消
費
財
並
に
費
本
財
を
合
む
)
は
増
加
す
る
で
あ
ら
う
が
、
粧
神
社
舎
は
印
時
的
に
と
れ
に
順
応
し

品
川
ん
ど
何
等
の
撹
乱
現
象
主
悲
吉
起
さ
や
、
い
は
ば
不
援
の
成
長
官
E
身
開
ヨ
三
と
が
あ
る
に
過
ぎ
友
い
。

一
冗
来
貯
蓄
の
耕
一
化
は
原

則
と
し
て
桜
め
て
僅
少
で
あ
る
c

貯
蓄
が
急
激
に
礎
化
す
る
の
は
い
ギ
る
景
気
循
環
の
結
県
(
剥
閣
の
醐
型
化
を
遁
ヒ
て
)
で
あ
る
。
過
去
白

経
験
に
徴
す
れ
ば
狂
暴
友
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
を
除
け
ば
、
そ
の
急
激
在
る
稜
化
は
認
め
得
ら
れ
な
い
。
か
く
の
如
く
洞
察

ず
る
シ
ェ
ム
ベ

1
グ
ー
が
、
景
気
循
環
特
に
不
況
の
阪
凶
と
し
て
貯
蓄
白
蜜
化
が
何
等
D
意
義
を
有
す
る
も
D
で
た
い
と
す
る
は
詰

時

然
で
あ
る
の
い
ま
仮
に
肘
蓄
が
何
等
か
の
理
由
に
基
昔
急
激
に
礎
化
し
た
と
せ
よ
。
か
L

る
際
に
如
何
な
る
結
果
が
悲
き
起
さ
れ
る

か
。
シ
品
ム
ペ

l
グ
ー
は
こ
れ
を
二
つ
に
分
ち
て
、
(
ご
貯
蓄
が
念
激
に
増
加
し
消
費
財
需
要
が
急
減
す
る
結
果
、
貯
蓄
が
貨
物
投

シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
I

景
気
哩
前
に
於
け
る
貯
蓄
ξ

投
費

第

旗

七

静
王
十
一
一
一
巻

O 
コ

J. A_ Schumpeter， op. c~t. ， VlJl. 1， P. 76 
I. A_ Schumpe1er， op. cit.， Vol. 2， pp. 579-:::80， 580 n 
T. A_ Scnumpete.r， op. cit.， Vo1. 1， pp. 17ー匁
J. A_ Schumpeter， op_ cit.， Vol. 1， p. 78 
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シ
ユ
ム
ベ

1
9一
T
貴
無
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
賓

第
五

I
一一一巻

宮害

規

七
四

O 
四

資
を
結
果
せ
ざ
る
揚
合
と
、
つ
己
増
加
貯
蓄
が
買
物
投
資
に
向
け
ら
れ
、
そ
れ
に
伶
ひ
て
所
得
が
形
成
せ
ら
れ
る
揚
合
と
す
る
。
彼

に
よ
れ
ば
ご
ざ
に
於
亡
貯
蓄
の
増
加
に
よ
る
消
費
財
の
慣
格
が
下
落
す
右
前
に
、
増
加
貯
蓄
を
以
て
貨
物
投
資
が
行
は
る
れ
ば
、
昌
司

本
財
生
産
部
門
に
於
け
る
増
加
所
得
に
基
幽
す
る
需
要
が
、
貯
蓄
者
の
中
止
叶
一
し
需
要
に
と
っ
て
代
る
己
と
に
友
り
、
た
ピ
消
費
M

白
方
聞
に
於
て
需
要
の
推
移
が
N

誕
生
す
る
に
止
ま
る
u

己
れ
に
反
し
こ
)
の
場
合
は
貯
蓄
が
消
費
財
債
格
の
下
落
を
通
じ
で
不
況
を

惹
昔
起
す
可
能
性
の
あ
る
唯
一
の
揚
合
で
あ
っ
て
、
而
も
か
L
る
盤
化
は
周
期
性
を
具
へ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
日
目
。
け
れ
ど
も

貯
蓄
が
買
物
投
資
、
従
っ
て
ま
た
所
得
を
形
成
せ
ざ
る
場
合
は
、

シ
L

ム
ベ
ー
タ
1
の
貯
蓄
概
念
彰
一
枇
合
金
健
的
に
解
す
る
限
り
、

貯
蓄
が
債
務
返
還
に
向
け
ら
れ
る
か
、
銃
殺
有
償
詮
器
の
貫
入
に
充
て
ら
れ
て
金
融
的
流
通
に
束
縛
せ
ら
れ
る
か
の
い
づ
れ
か
の
揚

合
で
あ
る
。
後
者
の
設
生
の
可
能
性
が
殆
ん
ど
無
い
と
す
れ
ば
、
債
務
返
還
に
充
て
ら
る
t
A

貯
蓄
こ
そ
不
況
を
惹
雪
起
す
も
む
と
考

へ
ら
れ
る
。
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
も
亦
己
の
酷
を
特
に
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
彼
は
貯
蓄
白
欝
化
を
人
口
白
旗
化
と
哉
別
し
て
、

経
済
的
整
動
を
恕
き
起
す
可
能
性
あ
る
内
的
要
閃
と
者
倣
す
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
彼
が
己
れ
を
以
て
景
気
現
象
の
根
本
的
問
明
に

役
立
つ
も
白
と
認
め
な
い
己
と
は
既
漣
の
如
く
で
あ
る
。
債
務
返
還
の
潟
に
充
て
ら
る
t
A

貯
蓄
が
果
し
て
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
い
へ

る
如
〈
不
況
を
惹
起
若
く
は
激
化
す
る
可
能
性
を
有
す
る
か
否
か
に
就
い
て
は
更
に
後
口
開
設
す
る
機
舎
が
あ
る
。

以
上
白
論
述
か
ら
容
易
に
察
知
せ
ら
れ
得
る
如
〈
、

シ
ュ
ム
ベ

l
F
1
は
貯
蓄
投
資
の
不
均
等
か
ら
景
気
循
環
を
説
明
し
得
友
い

と
い
ム
論
詮
を
、
専
ち
貯
蓄
の
礎
化
に
基
因
す
る
雨
者
の
不
均
等
の
揚
合
に
限
り
、
投
費
の
礎
化
か
ら
資
さ
れ
る
不
均
等
の
揚
合
に

は
論
及
し
左
い
。

E

D
と
と
は
波
の
前
掲
白
命
題
、
帥
ち
貯
蓄
投
資
の
不
均
等
は
主
と
し
て
投
資
及
び
不
支
出
り
礎
化
か
ら
生
中
る

と
い
ム
命
題
と
矛
盾
ナ
る
か
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
シ
斗
ム
ベ
ー
タ
ー
に
於
て
は
貯
蓄
の
増
減
に
基
く
利
子
率
の
時
四
化
に
封
降
し
て

生
起
す
る
投
資
の
援
化
は
、
「
貯
苔
投
資
羽
程
L
か
ら
惹
き
題
さ
れ
る
由
で
は
た
く
て
、

い
は
Y
そ
の
外
部
に
あ
る
他
の
要
因
、
邸
ち

J. A. Schumpeter， op. cit.， Vol. z， p. 591. 
J. A. Scl山 mpeter，op. cit.， Vol. 1. p. 78 
J. A. Schumpeter， op. cit.， Vol. 1. p. 78 
J. A. Schumpeter， op. cit.， Vol. 1. pp. 79-8:1 
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資
本
に
針
寸
る
需
要
曲
線
の
礎
化
を
悶
明
す
る
に
足
る
要
凶
に
依
存
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
に
よ
れ
ば
か
ミ
る

意
味
の
投
資
は
最
平
や
投
資
自
陣

(
E
4
2
5
0巳
宮
町
話
)
で
は
な
く
て
、
何
等
か
特
殊
在
説
明
を
必
要
と
す
る
と
と
ろ
の
、

そ
れ
白
膿

作
用
す
る
力
主
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
投
資
の
唆
化
に
よ
る
貯
蓄
投
資
の
不
均
等
は
、
車
な
る
「
貯
蓄
投
資
過
程
」
を
以
て

し
で
は
説
明
し
得
ざ
る
も
白
と
推
想
せ
ら
れ
る
。

と
り
と
と
は
シ
コ
ム
ベ
ー
タ
ー
が
カ
レ
ッ
キ

1
(冨

E
-
E
E
)
の
貯
蓄
投
資
の
闘

係
に
就
い
て
の
所
設
を
批
判
せ
る
際
に
、

カ
レ
ッ
キ
ー
が
貨
幣
利
子
率
は
利
潤
率
と
同
じ
方
向
に
稜
化
す
る
と
い
へ
る
に
針
し
、

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
1
は
利
子
率
が
利
潤
率
と
同
じ
方
向
に
礎
化
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
事
貨
の
一
挟
り
た
昔
一
認
識
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ

は
ま
さ
に
解
決
を
必
要
と
す
る
問
題
で
あ
う
て
.
少
〈
と
も
興
件
で
あ
り
得
た
い

k
非
難
し
て
ゐ
る
と
と
か
ら
し
て
更
に
明
白
に
知

m旬

り
得
る
。
果
し
て
然
ら
ば
投
資
を
賀
行
せ
し
む
る
根
械
が
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
に
於
て
「
貯
蓄
投
資
過
程
」
白
外
に
あ
る
と
い
は
れ
る
D

は
、
早
寛
利
潤
率
若
〈
は
そ
れ
に
影
響
を
粛
す
諸
事
情

特
に
同
ロ
ロ

2
m
gロ
の
途
行
主
可
能
た
ら
し
む
る
鶏
の
諸
事
備
に
他
友
ら

ぬ
と
い
ひ
得
友
い
で
あ
ら
う
か
。
若
し
さ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
仮
令
依
来
景
気
現
象
白
焼
木
版
図
を
府
蕎
投
資
の
不
均
等
に
求
め

ん
と
す
る
多
〈
の
皐
設
が
、
明
白
に
か
i
h

る
事
情

E
取
入
れ
て
ゐ
る
か
は
疑
は
し
い
と
し
て
も
、
少
〈
と
も
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
い

へ
る
如
き
意
味
に
於
亡
貯
蓄
投
資
の
閥
係
を
他
の
事
情
か
ら
隔
離
し
て
ゐ
る
止
は
認
め
難
い
。
と
れ
貯
蓄
投
資
の
閥
係
か
ら
景
気
現

品
棋
の
必
然
性
を
誘
導
せ
ん
と
企
て
る
墜
設
が
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動
の
動
機
と
な
る
べ
き
利
潤
遁
求
の
念
を
正
常
に
認
め
、
枇
合
心

"
 

理
の
作
用
V
一
巧
み
に
取
入
れ
て
ゐ
る
と
い
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
問
題
は
寧
る
貯
蓄
と
投
資
と
の
饗
方
の
側
に
生
宇
る
鋭
化
に
基
け

る
同
宥
の
不
均
等
が
果
し
て
景
気
現
象
の
必
然
性
を
悶
明
す
る
に
足
る
か
否
か
を
吟
味
す
る
と
と
に
あ
る
と
忠
ふ
。

け
れ
ど
も
貯
者
投
資
O
不
均
等
D
意
味
を
か
〈
の
如
〈
解
す
る
、
と
き
は
シ
ュ
ム
ベ

1
グ
ー
に
よ
っ
て
景
気
現
象
白
根
本
要
因
と
し

て
強
調
せ
ら
れ
る
伺
同
信
用
に
よ
る
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

1
シ
ョ
ン
投
資
も
、
必
然
的
に
と
れ
に
包
含
せ
ら
れ
る
と
と
h

な
る
ロ
若
し
さ
う

シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
1
景
無
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
費

協
五
十
Z

一巻

O 
王

策

強

七
三五

J. A. Schumpeter， op~ cit.， VoL 1， p. 82 
J. A. SChl.lmpeter， op. cit.， Vol. 1， p. 82 
J. A. Schumpeter， op. cit.， VoL 1， p. 188 
A. L. Ma-cfie， Theorie of the Trade Cycle， London， 1934. pp. 125-6. 
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シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
l

景
気
理
論
に
於
げ
る
貯
曹
と
投
費

第
五
十
一
一
一
巻

O 
ノ、

告書

抜

七
/、

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
の
醐
宇
北
は
貯
蓄
投
資
の
不
均
等
か
ら
景
気
却
象
の
必
然
性
を
導
き
出
さ
ん
と
す
る
聞
品
午
前
、
特
に
過
剰
投
資
説

白
一
慶
穏
と
し
て
の
意
味

L
か
も
ち
得
宇
、
被
の
一
誇
示
す
る
特
異
性
は
大
い
に
減
殺
せ
ら
れ
る
に
至
る
。
景
気
循
環
の
根
本
姿
凶
と

し
て
創
川
信
刑
に
よ
る
イ
ン
ノ
ヴ
ェ
1
シ
『
ン
を
張
だ
し
く
草
叫
す
る
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
が
、
前
漣
白
如
昔
見
解
に
到
達
し
た
の
は
必

宇
し
も
偶
然
と
は
い
へ
ぬ
と
岡
山
ム
。

四

若

干

の

批

剣

シ
ェ
ム
ベ

1
グ
ー
が
貯
蓄
投
資
の
不
均
等
と
い
ふ
車
友
る
事
賓
か
ら
景
気
現
象
の
必
然
恒
を
導
き
出
し
難
い
と
友
す
賄
に
異
論
は

な
い
。
け
れ
左
も
問
題
は
何
故
に
雨
者
の
不
均
等
が
景
気
循
環
の
根
本
原
因
た
り
得
な
い
か
と
い
ム
と
と
ろ
に
あ
る
。
己
の
拙
に
閥

し
級
が
結
論
を
拍
苦
肉
す
に
至
り
し
過
程
K
於
て
、
概
念
規
定
並
に
論
誇
方
法
に
就
き
犯
せ
る
誤
謬
快
陥
は
宥
過
せ
ら
る
べ
き
で
た

い
。
何
故
な
れ
ば
既
遮
の
如
く
紋
に
よ
り
比
較
針
出
'
せ
ら
れ
る
貯
蓄
投
衰
の
概
念
が
、
必
十
し
も
同
じ
槻
賄
か
ら
同
一
の
タ
ー
ム
に

於
て
規
定
せ
ら
れ
判
、

H
つ
貯
苔
の
一
方
的
愛
化
に
基
閃
す
る
雨
者
の
不
均
等
の
み
に
関
聯
し
て
論
詮
が
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で

あ
る
。
景
気
循
環
白
根
本
原
則
川
主
貯
蓄
投
資
の
不
均
等
に
求
め
十
、
創
出
信
用
に
よ
る
イ
ン
ノ
ヴ
ェ
I
シ
ョ
ン
に
見
出
さ
ん
と
す
る

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
I
は
、
生
産
量
、
物
煩
水
準
、
貨
幣
童
、
所
得
、
創
同
信
用
の
供
興
且
一
見
(
又
は
京
一
泣
量
)
の
五
つ
の
鑓
数
の
間
に
於
け
る

失
々
白
阿
保
に
着
目
し
て
論
詮
せ
ん
と
企
て
る
。
と
の
剥
に
闘
し
て
は
既
に
マ
ル
シ
ャ
ク
(
』
冨
2
と
zr)
の
批
判
が
あ
り
、
ま
た
本

稿
の
範
閣
外
に
あ
る
と
忠
は
れ
る
か
ら
法
に
は
蛸
れ
友
い
。

+
叫
に
シ
L

ム
ベ
ー
タ
ー
は
既
惑
の
如
〈
「
景
気
循
環
」
に
於
て
は
、
貯
蓄
を
個
別
的
・
貨
幣
的
に
規
定
し
て
ゐ
る
が
、
「
経
消
設
展
。

珂
論
」
に
於
て
は
必
や
し
も
さ
う
で
左
〈
、
寧
る
枇
曾
的
・
賓
物
的
に
例
ヘ
ピ
生
産
諸
力
の
者
世
間
と
い
ふ
如
く
虻
規
定
し
て
ゐ
る
。

この貼に於てクインズ円 Lニ一般理論1に於ける貯蓄投費の概念規定の方法と著
L(臭ってゐるロ 葉 Lケインズは但令先づ個々の企業者目立場から同質する
も、 そこから誘導的に枇骨長暢的な貯蓄投賓の概念を拙き出してゐるからで
ある。 4I) J. Marschak， Review of Schumpeter's Bu叫 lessCycle~， Journal 

40) 



け
れ
ど
も
貯
蓄
が
如
何
や
う
に
規
定
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
貯
蓄
の
作
用
を
甚
だ
し
〈
騒
胡
し
、
創
出
信
用
の
殺
川
市
を
倒
端
に
甫
点
滅

す
る
態
度
は
枕
の
思
想
を
貫
い
て
ゐ
る
と
い
へ
る
。
貯
蓄
を
創
同
信
用
に
よ
る

4
ン
ノ
ず
ェ

1
シ
ョ
ン
心
結
果
の
倹
剰
に
過
ぎ
ぬ
と

見
る
繰
り
忠
想
は
、
「
景
気
循
環
L

に
於
て
吏
に
端
的
に
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
貯
蓄
は
何
等
か
の
新
た
な
る
も
の
を
創

り
山
川
す
力
を
有
す
る
も
白
で
は
在
く
て
、
た
む
党
行
の
創
刊
信
用
の
質
せ
し
結
果
の
い
は
ビ
跡
仕
求
を
た
ナ
以
外
D
も
D
で
な
い
。

若
し
貯
蓄
が
銀
行
債
務
の
返
還
に
充
て
ら
れ
る
と
き
は
、
常
に
そ
れ
だ
付
預
金
を
絶
滅
せ
し
め
自
然
後
生
的
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
誘

設
し
、
下
降
又
は
不
況
を
激
化
す
る
に
去
る
。
た
ピ
貯
#
闘
が
債
務
返
還
に
充
て
ら
れ
ざ
る
限
り
、
既
に
創
出
信
用
に
よ
っ
て
惹
起
さ

れ
し
事
態
の
蛾
張
に
役
立
つ
に
遁
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ

1
は
従
来
多
〈
の
壊
読
に
よ
っ
て
貯
蓄
に
針
し
認
め
ら
れ

τ

ゐ
た
任
務
が
、
創
出
信
用
に
よ
っ
て
と
っ
て
代
ら
れ
る
限
り
、
貯
蓄
は
何
等
か
の
揚
合
に
創
刊
信
州
に
よ
る
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

l
シ
ョ
ン

投
資
が
粛
す
困
難
の
上
に
、
更
に
附
随
的
た
も
の
を
添
加
す
る
以
外
の
目
的
虻
役
立
た
在
い
も
の
で
あ
る
と
推
想
す
る
の
E
の
窓
味

に
於
て
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ

1
は
自
ら
の
見
解
が
過
剰
貯
蓄
説
に
甚
だ
し
〈
接
近
し
て
ゐ
る
と
と
を
容
認
す
る
。

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ

1
は
右
の
如
〈
貯
蓄
は
側
同
信
則
の
車
友
る
結
果
に
過
ぎ
中
、

屡
々
債
務
の
返
還
の
一
震
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
乙

と
、
而
し
て
そ
白
限
り
に
於
て
干
降
若
く
は
不
況
を
激
化
す
べ
き
と
と
を
担
調
し
て
ゐ
る
。
け
れ

E
も
果
し
て
さ
う
で
あ
ら
う
か
。

先
づ
貯
蓄
が
債
務
返
還
に
充
て
ら
れ
る
と
い
ム
己
と
に
就
い
て
も
吟
味
を
要
す
る
。
貯
蓄
の
巾
か
ち
逗
港
せ
ら
れ
る
債
務
は
主
主
」
し

(在一〕

て
長
期
的
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

査
し
短
期
債
務
は
純
利
潤
又
は
純
所
得
の
算
間
以
前
に
綿
収
入
か
ら
州
市
除
せ
ら
れ
る
が
故

に
、
モ
の
返
還
が
貯
蓄
か
ら
注
さ
れ
る
と
は
認
め
難
い
か
ら
で
あ
る
。
け
れ

E
も
イ
ン
ノ
ヴ
ェ
I
シ
ョ
ン
の
必
裂
と
す
る
創
出
信
用

が
長
期
的
な
る
を
常
と
ナ
る
と
す
れ
ば
、
貯
蓄
か
ら
債
務
返
還
が
行
は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
一
舷
是
認
し
得
る
。

と
と
る
が
貯
蓄
が
銀
行
債
務
の
返
還
に
芳
て
ら
れ
る
と
き
は
、
常
に
必
中
自
然
後
生
的
ヂ
フ
レ

l
シ
ョ
ン
を
惹
き
起
し
、
下
降
不

シ
ユ
ム
ペ

7
グ
?
景
気
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
費

告書

挽

七
主z

僚
王
十
=
一
審

。
七

of Political Economy， Dec.， 1940， pp. 889-94. 42) J. A. Schl1mpeter， 
Theorie der wirtschaftlichen Entwicklung， S. 198. 43) J. A. Schl1mpeter， 
a. a. O. S. 103， 108-9， 198， 301. 44) J. A. Schurn.peter， Busiuess Cycles， 
Vol. 1， pp. 106， IlQ. 45) J-A. Schumpeter， op. cit.， Vol. 2， pp・588-9，601.



シ

ユ

ム

ペ

ー

グ

I
景
気
理
論
に
於
け
る
貯
蓄
と
投
資

帯
主
十
三
春

第

競

O 
F、

七
六、

況
を
激
化
す
る
と
い
ふ
彼
白
命
題
に
は
必
然
性
が
あ
る
か
。
か
く
の
如
芦
一
紋
の
命
題
は
債
務
返
還
に
件
ひ
銀
行
の
準
備
率
の
上
昇
に

基
〈
貸
付
能
力
の
増
加
が
、
或
る
場
合
に
は
利
子
率
の
低
下
を
質
す
と
い
ふ
こ
と
を
全
然
考
胞
の
外
に
置
い
た
結
果
と
い
へ
な
い
で

あ
ら
う
か
。
惟
ふ
に
投
資
機
舎
を
刺
戟
す
る
も
の
が
阜
な
る
貯
蓄
の
榊
加
と
い
ふ
事
賓
で
は
左
〈
て
、
と
れ
に
基
閃
ナ
る
利
子
率
の

低
下
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
銀
行
白
貸
付
能
力
の
増
加
に
基
く
利
子
率
の
低
下
も
亦
同
様
な
る
作
用
を
護
揮
す
る
も
の
と
考
へ
ざ
る
を

符
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
シ
ム
ム
ベ

1
p
ー
が
景
気
循
環
白
根
本
原
因
と
し
て
強
制
す
る
も
白
は
、
新
企
業
者

(
2
5官
2
2
)
に
よ
る
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

I

シ
ョ
ン
、
特
に
刑
同
信
用
に
よ
る
そ
れ
で
あ
る
。
と
の
根
本
思
想
は
「
務
展
理
論
」
及
び
「
景
気
循
環
」
を
泡
じ
て
一
貫
し
て
ゐ
る
。
た

だ
具
、
れ
る
賄
は
前
者
に
於
て
は
完
杢
利
用
主
合
め
る
完
全
均
衡
を
前
提
vr
す
る
が
故
に
、
イ
Y

ノ
ヴ
ェ

1
シ
ョ
ン
は
既
に
他
の
企
業

に
よ
っ
て
利
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
生
産
手
段
を

所
間
奮
結
合
か
ら
傘
取
し
新
結
合
の
欣
態
に
置
〈
己
止
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ

り
、
従
っ
て
「
咋
産
手
段
の
吸
引
」
及
び
「
生
産
手
段
白
特
問
」
が
景
観
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
反
し
、
後
者
に
於
て
は
不
完
全
均
衡
が
前
提

と
せ
ら
れ
、
不
完
全
利
用
が
容
認
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
必
宇
し
も
生
産
手
段
の
新
結
合
が
強
調
せ
ら
れ
得
註
い
と
い
ふ
と
己
ろ
に

あ
る
。と

こ
ろ
で
波
が
景
気
循
環
の
根
本
原
因
と
宥
倣
ナ
創
出
信
用
に
よ
る
イ
ン
ノ
ヴ
ェ
I
シ
ョ
Y

を
仮
に
分
析
し
て
「
創
川
信

M
Lと
一
イ

シ
ノ
ヴ
ェ

1
シ
ョ
ン
L

D
二
要
凶
と
ナ
る
揚
合

K
は
、
果
し
て
い
づ
れ
が
よ
り
根
本
的
危
も
の
で
あ
ら
う
か
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
シ
ュ

ム
ベ

l
グ
!
は
後
者

E
U
て
根
本
的
要
因
と
認
め
て
ゐ
る
。
殺
に
従
へ
ば
時
の
闘
係
か
ら
い
へ
ば
、
投
資
を
刺
戟
す
る
も
の
は
銀
行

の
信
用
供
興
で
あ
る
が
、
論
理
的
に
は
逆
に
信
則
供
胆
(
を
決
ナ
る
も
の
が
イ
ン
J

ヴ
ェ

1
シ
ヨ
ン
で
あ
る
o

蓋
し
銀
行
の
信
用
創
出

の
限
度
は
信
用
供
盟
問
自
植
を
意
味
吐
守
、
と
れ
を
現
買
に
決
定
す
る
も
白
は
信
用
虻
劃
す
る
需
要
、
印
ち
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

1
シ
ョ
ン
に

との結に就いては更に最初白投資が若干倍の噌加所得を粛すとなす投責栗重量
の理論からも、シュムベーター由主彊を反駁L得るとν、ふ貴重なる示唆を高田
保馬博士から識いたことを附記して詮〈。
シュムベーターは従来と同一方法によって生産に従事する者世事業経替者

46) 

47) 



他
左
ら
ね
か
ら
で
あ
針
。
か
〈
の
如
昔
、
y

ェ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
見
解
の
前
提
に
は
創
出
信
用
の
供
輿
は
イ
シ
ノ
ザ
ェ

1
シ
ョ
ン
が
要
求
す

る
限
り
常
に
必
や
興
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
と
と
、
並
に
信
用
供
輿
の
側
聞
か
ら
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

1
シ
ョ
ン
が
少
し
も
刺
戟
せ
ら
れ
泣
い
と

い
ふ
と
と
が
暗
献
の
裡
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
疑
ふ
ベ
〈
も
た
い
。
け
れ
ど
も
果
し
て
イ
ン
ノ
ヴ
ム

1
シ
ョ
ン
が
必
要
と
す
る

限
り
信
用
は
必
中
供
輿
せ
ら
れ
る
と
か
、
信
用
白
側
商
か
ら
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

I
シ
ョ
ン
が
杢
〈
刺
段
せ
ら
れ
な
い
と
か
断
言
し
得
る
か
。

若
し
断
言
し
得
左
い
と
す
れ
ば
、
創
刊
信
用
も
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

I
シ
ョ
ン
し
」
同
様
在
意
味
に
於
て
景
気
循
環
の
根
本
版
図
と
宥
倣
さ
る

べ
き
で
あ
る
。
と
の
こ
と
は
シ
ェ
ム
ベ

1
グ
ー
が
貯
帯
に
基
ぐ
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

1
シ
ョ
ン
は
創
出
信
用
に
よ
る
も
の
と
異
り
景
気
現
象
の

根
本
原
閃
た
り
得
な
い
と
せ
る
こ
と
か
ち
し
て
も
、
必
中
し
も
不
常
の
解
搾
と
い
へ
忠
と
目
山
ふ
。
従
つ
一
工
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

1
シ
ョ
ン
と

同
様
に
剣
山
川
信
用
を
重
腕
す
る
限
り
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
l
の
景
気
製
諭
は
既
に
フ

1
グ

(
m
E肉
)
も
い
ヘ
る
如
ノ
川
、
貨
幣
的
景
気
理

論
と
も
稀
し
得
ぺ
く
、
特
に
貨
幣
的
過
剰
投
資
設
に
類
す
る
特
徴
を
具
へ
る
も
の
と
い
へ
る
の
で
危
い
か
。
の
み
な
ら
宇
、
彼
の
強

調
す
る
如
く
好
況
を
瀦
ナ
原
動
力
は
常
に
必
中
イ
ン
ノ
ヴ
ェ

1
シ
ョ
ン
で
怠
け
れ
ば
た
ら
ぬ
か
。
従
来
と
同
一
の
生
産
方
法
に
従
ム

投
資
が
創
出
信
用
に
よ
っ
て
行
は
れ
で
も
、
同
様
在
結
果
が
資
さ
れ
る
こ
と
は
左
い
か
。
こ
白
黙
に
閲
し
で
は
更
に
蔵
省
な
る
吟
味

が
加
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
友
ら
む
と
忠
ム
。

〔
註
乙
五
つ
の
費
数
。
聞
に
於
け
る
夫
々
の
闘
係
と
は
、
(
一
)
貨
幣
所
得
は
生
産
量
と
物
倒
司
水
準
主
の
積
に
等
し
き
こ
と
、
合
己
貸
解
所
得
費
化
の
割

合
は
創
出
信
用
白
併
典
と
返
還
と
の
差
に
等
し
き
と
と
、
(
一
一
一
)
或
る
時
白
生
産
量
は
過
去
の
創
同
信
用
の
供
興
に
依
存
す
る
こ
と
.
(
四
)
債
務
返
還
は

過
去
に
僻
興
せ
ら
れ
し
創
出
信
用
に
依
存
す
る
こ
と
、
(
宜
)
創
出
信
用
主
債
務
返
還
と
D

差
は
物
情
水
準
内
漣
動
に
依
存
す
る
こ
と
轄
で
あ
る
。

〔
註
一
一
〕
品
行
が
枇
債
の
引
受
と
い
ふ
形
式
に
よ
っ
て
企
業
に
長
期
貸
付
を
有
ふ
と
き
は
、
銀
行
は
そ
の
償
還
期
日
ま
で
社
債
を
梓
有
す
る
と
は
限
ら

ず
、
随
時
市
場
に
於
C
貰
却
す
る
と
と
に
よ
り
、
公
阜
県
白
貯
蓄
を
暁
牧
L
、
そ
れ
だ
け
長
期
貸
付
舗
を
減
少
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
l

景
無
理
論
に
於
け
各
貯
蓄
と
投
費

O 
tL 

七
九

停

観

第
五

i
z一審

(head or manager of a firm)と稗L企業者と峻別Lてゐる。
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